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橋口 博之

新年あけましておめでとうございます。

令和７年の輝かしい新春を迎え、謹んで新

年のお慶びを申し上げます。

　

昨年を顧みますと、１月１日に令和６年能登

半島地震が発生し北陸地方に甚大な被害を

もたらしました。また、９月には復興へ向けて歩

みを進めていた石川県を記録的な大雨が襲

い、河川の氾濫や土砂災害等により、多くの尊

い命が失われました。今回の度重なる災害は、

近年の気候変動の影響もあり自然災害はい

つ、どのように発生するかわからないという脅

威を私たちに再認識させるものとなりました。

この２つの災害に対して、当局からも緊急

消防援助隊を派遣しましたが、過酷な現場環

境の中、いずれの派遣活動においても被災地

に寄り添った懸命な活動に徹し、負傷者を出

すことなく活動を終えることができたことは、

職員皆さんの日頃からの災害に対する訓練な

どの備えはもちろん、ご家族をはじめ支えてく

ださった方々のお力添えがあってのことと存じ

ます。この場をお借りしてあらためて感謝申し

上げます。

さて、大阪市内に目を向けますと、うめきた

（大阪駅北地区）の再開発や2030年の開業

を目指す夢洲地区の統合型リゾートの開発な

ど、新たな賑わいの拠点が次々と生まれます。

夏場の猛暑や物価高騰など市民生活も大きく

変容しており、私達消防は市民サービスを安

定的に供給するため、消防体制の強化、業務

の効率化など「進化」が求められています。

現在、当局においても行政サービスのオン

ライン化などのデジタル技術活用を目的とした

ＤＸ機器の導入や、最新鋭の機器と新たな消

防情報システムを備えた消防指令情報セン

ターの運用を控え準備を進めています。今年

４月には松原市との消防指令業務の共同運用

を開始するなど、連携・協力も推進していると

ころです。

また、発展するベイエリアへの消防力整備

や地域住民・企業の災害対応能力の向上を図

る施設整備も検討しており、自助・共助・公助

それぞれの防災力の向上を図ることにより、市

民が安心して暮らせる「災害に強いまち・安全

な都市」を目指しています。

そして、いよいよ今年の４月13日から10月

13日の１８４日間、此花区の夢洲において「い

のち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする

「大阪・関西万博」が開催されます。会場には、

世界150か国を超える国々の英知が結集さ

れ、未来に向けた技術やサービスを紹介する

パビリオンをはじめとする、様々なイベントが

準備されています。

当局としても、２月から全面的に運用を開

始する大阪・関西万博消防センターの設置を

はじめ、万全な消防体制で臨んでまいります。

この万博は「いのち」をテーマに掲げ、世界

がひとつの「場」に集う機会となります。この万

博をきっかけに多様な価値観が交流しあい、

新たなつながりや創造を促進し、様々な危機

を乗り越え、いのちの在り方や生き方を見つ

め直すことで未来への希望を世界に示すこと

を目指すものです。

私達消防も、市民・同僚をはじめ他者を思

いやる心と仕事への誇り、そして情熱を持って

日々の業務に取り組み、知恵を出し合いなが

ら更なる「進化」を目指し、発展する大阪にふ

さわしい消防組織の実現に取り組んでいきま

しょう。



3

SDGs 2025

SDGs

 
  

J s ParkJ s Park

2

©Expo 2025

SDGs
SDGs

25

SDGs

G

G

G

G



5

80

SDGs 2025

4



7

 

 

SDGs 2025

6

 

ONE TEAM
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The work environment
full of smiles (*^_^*)
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